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第
40
回
垂
水
市
地
区
公
民
館

経
営
研
究
会
が
、
11
月
26

日
に
垂
水
市
市
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
研
究
会
は
、
実
践
活

動
の
紹
介
や
意
見
交
換
等
を
通
し

て
、
よ
り
良
い
公
民
館
の
在
り
方

を
考
え
、
様
々
な
観
点
か
ら
今
後

の
公
民
館
活
動
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
全
国
公
民
館
連
合
会
永

年
勤
続
職
員
で
表
彰
さ
れ
た
協
和
地

区
の
川
畑
三さ

ぶ
ろ
う郎

氏
、
柊
原
地
区
の
森

山
稔み

の
る

氏
、
垂
水
地
区
の
橋
口
敬け

い

じ二

氏
の
表
彰
伝
達
お
よ
び
令
和
４
年
度

社
会
教
育
功
労
者
７
人
の
表
彰
と
、

松
ヶ
崎
地
区
、
垂
水
地
区
公
民
館
の

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
地
区
公
民

館
と
連
携
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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▲ 表彰式を終えた皆さま。この度の受賞、誠におめでとうございます。

◎総務課安心安全係
　　　　　　☎内線 223垂水市桜島火山爆発総合防災訓練

桜島とともに暮らす
▲ 陸上・海上自衛隊による合同救出訓練の様子

▲ 国土交通省の職員による車両移動訓練の様子 ▲ わかりやすい講演をしてくださった井口正
ま さ と

人教授

NEWS
女
性
消
防
団
員
研
修

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
学
ぶ

消 防 本 部 総 務 課 消
防団係  ☎ 32-1019

▲ 消防職員に細かく確認しながら、心臓マッサージの訓練を行う様子

令
和
４
年
度
垂
水
市
桜
島
火

山
爆
発
総
合
防
災
訓
練
が
、

11
月
23
日
に
垂
水
市
文
化
会
館
と

垂
水
市
中
央
運
動
公
園
で
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
、
桜
島
の
噴
火
や
そ

れ
に
伴
う
地
震
や
大
量
降
灰
を
想

定
し
て
お
り
、
今
回
は
、
京
都
大

学
防
災
研
究
所
火
山
活
動
セ
ン

タ
ー
の
井
口
正ま

さ

と人
教
授
の
防
災
講

話
や
、
国
土
交
通
省
と
陸
上
・
海

上
自
衛
隊
等
と
連
携
し
た
実
動
訓

練
（
合
同
救
出
訓
練
・
車
両
移
動

訓
練
）
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
口
教
授
は
講
演
の
中
で
、
姶

良
カ
ル
デ
ラ
の
マ
グ
マ
蓄
積
や
桜

島
の
活
動
実
績
等
が
説
明
さ
れ
、

「
大
規
模
噴
火
へ
の
対
応
は
次
世
代

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち

の
世
代
の
問
題
で
あ
る
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
防
災
対
策
技
術
力
の

向
上
と
防
災
意
識
の
醸
成
に
努
め
、

本
年
も
人
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 令和４年度全国公民館
　 連合会永年勤続職員表彰
　川畑 三

さ ぶ ろ う

郎　　  （協和地区）
　森山 稔

み の る

　　　  （柊原地区）
　橋口 敬

け い じ

二　　  （垂水地区）

■ 令和４年度
　 社会教育功労者
　小谷 政

ま さ み つ

満　　  （新城地区）
　大樂 秀

ひ で の り

則　　  （新城地区）
　中濵 文

ふ み こ

子　　  （牛根地区）
　橋口 敬

け い じ

二  　　（垂水地区）
　古田 茂

し げ は る

治　　  （垂水地区）
　山之城 優

ゆ き こ

貴子（垂水地区）
　川畑 三

さ ぶ ろ う

郎　　  （協和地区）

女
性
消
防
団
員
研
修
の
一
環

と
し
て
、
救
急
応
急
処
置

講
習
会
が
11
月
28
日
に
第
１
分
団

詰
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
垂
水
市
消
防
団
に
は
、
21

名
の
女
性
消
防
団
員
が
在
籍
し
て
お

り
、
訓
練
や
防
災
・
防
火
の
啓
発
活

動
等
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
８
名
の
団
員
が
心
肺

蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
等
に

つ
い
て
、
実
技
を
重
点
的
に
学
び

ま
し
た
。
才
原
ち
か
子
さ
ん
は
、「
い

ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
た
ち
が
動

け
る
よ
う
、
毎
年
１
回
は
練
習
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
研
修
を
定
期

的
に
開
催
し
、
知
識
と
技
術
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
て
い

ま
す
。生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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